
 

 
 
 
 

 

 

 
 

 
 

 

第 2 部 市場で大ヒットした HPV ワクチン 

第 13章 無から生み出された市場 

 この章では，HPVワクチンの売り上げが莫大なものであり，メルクがいかに強引な手法で販

売したのかを述べています。 

 メルクが HPVワクチン販売に汲々としていた背景として，バイオックス（NSAID，ロフェコ

キシブ，日本では販売されず）の大損害を穴埋めすることがありました。FDA は 1995年にバ

イオックスを認可しましたが，メルクは 2004年に安全上の理由から自主的に撤退しました。

FDAによると 5年間に 10万人前後の心臓発作と 4万人前後の死亡を引き起こした可能性があ

り，北欧コクランセンターによれば死者は 12万人に上るとされています。安全性に懸念が生

じてからもメルクは販売を継続したばかりか，逆に安全性を表明し，さらに 30以上の疾患に

対する効果を謳いました。撤退した 2005年以降，メルクは損害賠償金や和解金を支払いまし

た。その額は,原告にとっては不十分な額であり，メルクにとっては 1年分の収益にも満たな

いものでした。2012年メルクは罰金と和解金を支払い，バイオックスに関する捜査は終了し

ました。 
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